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 2013 年 9 月 11 日から 13 日まで、愛媛大学にて光化学討論会が開催されます。この機会に、

いま話題の人工光合成に関するミニシンポジウムを開催いたします。講師は、日米における

人工光合成研究のリーダーお二人にお願いしました。参加費は無料です。この分野の研究動

向にご興味のある方はご参加ください。 

 

日時：2013 年 9 月 13 日（金）17：00-18：40 

場所：愛媛大学城北地区 グリーンホール 

参加費：無料 

当日受付も可能ですが、会場の都合がありますので、以下の HP からできるだけ参加登録を

お願いします 

 

URL：http://artificial-photosynthesis.net/kenkyukai/2013/ehime/minisympo.html 
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